
２．大雨の原因、特徴 
27日には、南西から北東にのびる前線上で雨が断続的に続いた。一方、

太平洋側沿岸部は、日中晴れて気温が上がったが、台風から暖かく湿っ
た風が吹き続けたため、夜になっても気温が下がらず、北関東から富士
山南東を通って駿河湾に抜ける地域を境に、冷えた内陸との間で気温差
が拡大した。線状分布をした雨域が次第に明瞭化し、富士山南東から伊
豆北では集中的に強雨が続くこととなった。また、強雨域が北上していき、
狩野川流域の山地で降った大雨に続き、下流域でも大雨となった。 

静岡県気象災害小史 
事例  No24 

  1998年8月28日15時地上天気図 

４．アメダス雨量分布図 

被害数は、静岡県  平成10年における災害の状況による 

アメダス ５日間雨量 
8月26日～30日  

アメダス日雨量 
8月28日 

３．被害概要 

アメダス 日雨量 
8月27日  

アメダス１時間雨量（正時毎） 
8月26日～30日における最大値 

1998年8月28日7時0分 
気象レーダー 

１．気象経過 
26日から31日にかけて、前線が本州付近に停滞した。一方、台風第4号が

日本の南海上をゆっくり北上し、日本の東海上にある高気圧の縁辺に沿っ

て、暖かく湿った風が前線に向かって吹き続けた。このため、北日本から

東日本の広域で、大雨となった。特にアメダス那須では27日の日雨量が

607mmを観測するなど記録的な大雨となった（一般的には那須豪雨とも

呼ばれている）。静岡県でも、雨が断続的に続き、アメダス三ケ日では、27

日1時までの1時間に93mm、アメダス井川では28日0時までの1時間に

99mmの猛烈な雨が降り、共に観測史上1位を更新した。また、富士山南

東と伊豆北では26日から30日の期間降水量（5日間）が400mmを超える大

雨となった。 特に、27日から28日にかけて強雨が半日程度続き、大規模

な浸水害が発生した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(mm) (mm) 
 

(mm) (mm) 

時間雨量 積算雨量 

4 65 
26 

116 

8 
35 
29 

11 
100 

78 

3 

100 
141 110 

141 174 
181 

308 202 

224 
212 

196 284 
240 
128 150 

69 

5 
37 

14 32 
29 

36 

14 
32 
36 

17 
47 

58 

93 

19 
61 30 

99 77 
34 

64 24 

47 
63 

29 68 
57 
51 30 

15 

21 
7 

 ）は欠測期間あり 

 ）は欠測期間あり  ）は欠測期間あり 

 ）は欠測期間あり 

27 6 
5 

29 

23 
44 
79 

22 
129 

152 

109 

44 
51 89 

191 157 
81 

165 35 

22 
39 

31 36 
83 
29 27 

13 

31 
22 

54 75 
109 

176 

127 
136 
197 

165 
310 

369 

170 

232 
397 269 

  420) 471 
440 

542 438 

450 
365 

309 492 
674 
261 249 

114 

76 
69 

５．アメダス雨量時系列変化図 
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解析雨量（３時間雨量） 
1998/8/25～8/30 
期間内毎正時における 
3時間雨量の最大値 

解析雨量（１２時間雨量） 
1998/8/25～8/30 
期間内毎正時における 
12時間雨量の最大値 

解析雨量（６時間雨量） 
1998/8/25～8/30 
期間内毎正時における 
6時間雨量の最大値 

解析雨量（２４時間雨量） 
1998/8/25～8/30 
期間内毎正時における 
24時間雨量の最大値 

解析雨量（２日間雨量） 
1998/8/27～8/28 

解析雨量（１時間雨量） 
1998/8/25～8/30 
期間内毎正時における 
1時間雨量の最大値 

７．床上、床下浸水被害分布図 
                                             （市町毎） 
 

６．解析雨量分布図 

解析雨量と浸水害分布図からわか
る大雨の特徴 
 
25日から30日の期間中では、県内の所々で強
雨が発生しているが、6時間雨量分布でわかる

ように、持続して大雨となったのは中部北から
富士山南西山地及び富士山南東から伊豆北
の平地、山地であった。次頁にあるように、狩
野川流域で大雨を降らせた雨雲が北上し、伊
豆北、富士山南東の平地にも大雨をもたらす
現象は、この地域の浸水害を拡大させる典型
的なパターンである。 

解析雨量（３日間雨量） 
1998/8/28～8/30 

被害数は、静岡県  平成10年における災害の状況による 



解析雨量（１時間雨量） 
1998/8/28 5時 
 

解析雨量（１時間雨量） 
1998/8/28 6時 
 

解析雨量（１時間雨量） 
1998/8/28 7時 
 

解析雨量（１時間雨量） 
1998/8/30 8時 
 

解析雨量（１時間雨量） 
1998/8/30 9時 
 

解析雨量（１時間雨量） 
1998/8/30 10時 
 

解析雨量（３時間雨量） 
1998/8/28  
5時～7時 
 

８．その他の記録  
  8.1解析雨量 毎時1時間雨量分布図 8月28日 5時～7時  

解析雨量（３時間雨量） 
1998/8/30  
8時～10時 
 

解析雨量（５日間雨量） 
1998/8/26～8/30 
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